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昨年の台風被害時には、当センター登録

の災害支援ボランティア「（株）天水」「石

脇建設（株）」と個人ボランティアが大活

躍。ブルーシート張りなどの活動によっ

て、たくさんの高齢者の皆さんが雨漏りな

どから守られました。 

「息子は遠いし、私とおとうさんだけ

で、どうしようもなかったんですが、ほん

まに助かりました」。「雨漏りの心配が続き

ましたが、ボランティアさんに来てもらっ

て、ありがたかったです」。 

 また、校区の福祉委員、ボランティア部

会員も安否確認などで訪問。地域中で高齢 

 

者や身障者を見守りました。 

「地震のとき、怖かったけど、直ぐに『大

丈夫ですか？』と民生委員さんから、電話

をもらいました」。「近所のボランティアさ

んが、見に来てくれました。不安な気持ち

が安心に変わりました」などの声も多く伝

わってきました。 

 校区福祉委員は「今回は、共助の充実に

感動を覚えましたが、また、いつ起こるか

わからない災害に対して、さらなる物心と

もに準備することの大切さを痛感してい

ます」。 

 当ボランティアセンターでも「災害ボラ

ンティアセンタースタッフの養成講座」な

どを企画し、地域の皆さんに「防災意識の

さらなる高まり」を願っています。 
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防災備蓄の心得 

災害発生時、電気やガス、水道をはじめとし

たライフラインが止まってしまった場合に備

えて、日ごろから飲料水や非常食等を備蓄し

ておきましょう。また、自宅が被災した場合

は、安全な場所に避難して生活を送る必要が

あります。避難所での生活に必要なものはい

つでも素早く持ち出せるよう、 

事前に備えておくことが大切 

です。  

避けて通ることのできない災害。昨年６月の地震、

９月の台風も記憶に新しいものですが、今年も梅雨

に入り、大雨による災害などが心配されます。常に災

害に備えておくことが何よりも被害を最小に抑える

ことができるとのことです。 

今だ、ブルーシートの

見られる市内の住宅 

http://www.neyagawa-shakyo.or.jp/
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 まず、65 歳以上のひとり暮らし高

齢者に、年２回配るマドレーヌづくり。

朝から約 300個焼き、飲み物とセットし

て各地区（7自治会）へ。部会員を含む

福祉委員や見守り協力員がその日のう

ちに配ります。 

そして高齢者対象のハイキング。今年

は総勢 44人が京阪・地下鉄で天王寺動

物園へ行きました。 

木屋小学校での福祉体験学習のお手

伝いは、部会でマニュアルを作り研修し 

 

ながら進めています。今年はアイマスク体

験（４年生）と高齢者擬似体験（6年生）

に参加します。 

高齢者のサロンは各地区で部会員を含

む福祉委員で開いています。その他施設見

学等年 1回の研修も実施し「長年にわたり

役割分担を明確にすることで各々が目的

意識を持ち、お互いを認め合いながら活動

できることは誇らしいこと。若い世代にも

ぜひ参加してほしい」と７代目の宮田部会 

長が話していました。    （上田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

真心込めてマドレーヌづくり 

 

 

 現在 47歳から 80歳代の 29人

が在籍するボランティア部会に

は 20 年以上継続している活動

があります。 

 

 

すみれの会はカラオケ（主に 60～

70 年代の曲を施設の皆さんと一緒

に歌い歌唱指導もできるグループで

す。代表の森田さんは仕事を退職後、

近所の方から寝屋川苑でのボランテ

ィア活動に誘われたことをきっかけ

にすみれの会を立ち上げました。 

「大きな声を出して歌うことは健康 

に良いことです。現在は 10 人の固

定メンバーで活動していますが今

後末永く活動を続けるため新規の

メンバーも募集しています」すみれ

の会はカラオケの他、整容、傾聴も。 

 今年度の登録ボランティアグル

ープ連絡会で会長に就任。抱負をお

聞きすると「他のグループの活動内

容がわからない」という声を聴きま

す。私自身もこれまでは他のグルー

プの活動を知らず、今回の会長就任

をきっかけに他のグループの活動の

見学をしています」会員相互の連絡・

交流を深めていきたいとのこと。 

すみれの会の活動、活動の見学に

も興味のある方はボランティアセ

ンターまでご連絡ください。 
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ボランティア活動調整報告 【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体に限る）】 

新年度もたくさんのボランティアの活動があ

りました。 

４月８日～19 日、保健福祉センターの

屋上で、園芸福祉ボランティア「らぶ」の

“春のお花畑”が開放されました。 

青空の下たくさんの見事な花々、草木

が太陽に向かって咲き誇っていました。

来場者からは、「とってもきれいねぇ」「本

当にすばらしいわ！」という声が聞かれ

ました。また珍しい原種チューリップに

は誰もが興味津々。ボランティアの説明

を聞きながら、話題に花が咲いていました。

１階ロビーでは鉢植えや苗（野菜・草花）

の 

の販売もあり、道行く人々が足をとめて

購入している姿も多くありました。 

「庭園」は年２回。秋にも予定している

ので、訪れたことのある人もそうでない

人も大歓迎です。お待ちしています。 
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現代では SNSは情報収集・共有や仲間作

りなど、様々な場面で広く活用されていま

す。 

本会ではホームページに加え、新たに①

フェイスブック、②ツイッター、③インス

タグラムの３つの SNS ページを開設しま

した。 

そこでは、本会の事業や寝屋川市内を中

心とした地域福祉活動の取り組み、例えば

ひとり暮らし高齢者の見守り活動や子育

てサロンなど、魅力のある取り組みと地域

のみなさまの笑顔を積極的に発信してい

きます。 

また、災害時には迅速な情報提供媒体と

して活用します。 

 

SNS（エス・エヌ・エス）ってなに？ 

インターネット上で、利用 

者が写真や文章などを利用し 

て情報を発信したり、利用者 

同士が情報を共有したりする 

サービスの総称です。 

世界中で幅広い年代の方が 

利用しています。 

 

 

 

 

 

上記の QR コードを携帯電話やスマホ等か

ら読み取ると、本会の各 SNSページにつな

がります。ぜひ一度、ご覧ください♪ 

 

ホームページ    ツイッター   インスタグラム  フェイスブック 

 

ボランティアセンターでは「登録ボ

ランティア団体紹介」冊子をを制作し

ました。 

市内で活動中のボランティアの様子が

分野別、写真入りで紹介されています。 

ボランティア依頼時やご自身で活動先

などをお探しの時にお役に立ちます。 

当冊子はボランティアセンターでお渡

しします。ご希望の方はご遠慮なく、ご

請求ください。 

□■校区ボランティア部会の声 

〇 いきいきサロン開催時に演芸など

のボランティアがわかって助かってい

ます。 

〇 本書を拝見して、さっそく問い合わ

せました。内容がよくわかりました。 

 

お問い合わせ：当会ボランティアセンター 

☎ 072-838-0400 

  


